
地域の自然や文化、観光を含む産業等の教育資源を活用した体験活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 活動の概要 

  本校では、修学旅行で訪れた札幌駅地下歩行空間において、礼文町の観光ＰＲを行いまし

た。生徒のコミュニケーション能力を高めること、礼文町のよさを理解してもらうことをね

らいとして、礼文町の名産の「ほっけの燻製」や観光パンフレット、生徒手作りの押し花カ

ードなどを配布する活動を行いました。 

 
２ 活動の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ Ｎａｖｉポイント 

    

 

礼文町立船泊中学校 

その１～ほっけの燻製「ほっけくん」と手作り

の「押し花カード」の配布 

  地元の漁業協同組合の支援を受けて製作した

ほっけの燻製「ほっけくん」を２００袋分準備

しました。 

また、生徒が作った「押し花カード」など礼 

文町をＰＲするグッズも集まった人々に配布し

ました。   

準備した３００袋分は、約１０分間でなくな 

ってしまうほどの大人気でした。 

   

その２～礼文町の観光ポスターの紹介 

  礼文町観光課が作成した観光ポスターを使用

して、映画のロケ地や温泉施設などを紹介しま

した。 

その３～はっぴの着用 

  観光大使用として製作したはっぴを着用し

て礼文町のＰＲを行いました。「礼文船泊中」

と書かれており、多くの人々から注目を浴びま

した。 

≪生徒の感想≫ 

○ とても人が多く、短い時間での説明となりましたが、しっかりと礼文町をＰＲす
ることができました。この活動が終わった時、「礼文町に興味をもってもらえるよう
にＰＲをすることができた。」という充実感を感じました。 

 

○ 学習活動に対する生徒の主体性を育み、地域のよさが伝わるように多様な表現

方法を考えさせることが大切です。 

○ 地域のよさを第三者にＰＲする活動を位置付けるなど、地域の自然や文化、産

業などの特色を客観的に振り返る機会を設定することが大切です。 

【ほっけの燻製等の配布】 

【ポスターの紹介】 

【はっぴの着用によるＰＲ】 


